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参考資料：薬学について
１．薬学とは（千葉大学薬学部HPより）

１）薬の専門家を育成するために


医療の場における薬の専門家として医師と協力して患者に医薬
品を有効適切に交付し、また医薬
品を適切な状態で管理するための学問分野です。この分野では、医師の処方箋に基づいて正しく調剤
することはもちろん、用量・用法や多剤併用等に関しての処方箋のチェック、患者への服用法や保管
への適切な説明、薬局における必要な医薬品の適正な管理、さらに医薬品情報（Drug Information）
管理、即ち新しく開発された薬についての化学的性質、治療効果、副作用、最良の使用法等の情報を
医師に提供したり医師からの問い合せに答えること、また、患者の一人一人についての薬歴の記録や
医師の依頼に基づく薬の血中濃度の測定と解析など多くの事柄が含まれます。

２）医薬品の研究開発のために


疾病の治療、診断、予防に用いられるすぐれた医薬品の研究開発のための学問分野です。この分野で
は、古くから漢方等で用いられて来た生薬（しょうやく）からの有効成分の単離、化学構造決定、化
学的合成、既存の医薬品あるいは既知の生物活性物質の構造変換による新薬の開発、バイオテクノロ
ジー等を駆使した新しい発想による新薬の開発などがあります。これらの全てにおいて、すぐれた有
機化学的手法が必要であることはいうまでもありませんが、適切な薬理活性測定法の開発とそれを裏
付ける生化学的研究が重要であり、また、薬とその作用を受ける生体側の薬物受容体相互作用の解析
へのコンピュータの利用も盛んに行なわれています。

３）人々の健康な生活のために


公衆衛生上、人類の健康にかかわりあいのある必須あるいは有害な化学物質に関する学問分野であり
ます。公衆衛生では産業事業所、学校、地域社会などの集団を対象とし、環境汚染物質の測定、生体
への影響、除去などを研究する環境衛生、食品添加物や食品汚染などを扱う食品衛生があります。明
治以来、薬学出身者はその精密な分析技術と人々の健康を守る鋭い感覚によって、公衆衛生面で社会
に大きく貢献して来ました。

注：上記　１）は、６年制、２）と３）は４年制となります。昔は主に１）は私立、２）国立、３）
両方でした。
２．４年制と６年制について(マッキーのホームページよりby松木則夫東大教授)

薬剤師を目指すなら


◇ 資格が得やすい六年制の薬学部に入学する。

◇ 競争が厳しくなるのでアピールできる経験をし、プラスアルファの能力を身につけ、優秀な成績
で卒業する。

薬学研究者を目指すなら

薬学の専門教育を受けた学生は製薬企業から引っ張りだこ、ほとんどの私大薬学部が六年制のみ
となり、薬学部出身の研究者はますます需要が高くなります。ほとんどの国公立大学が六年制と四年
制を併設。東京大学では定員の９割
が四年制で１割が六年制。修士課程修了時点では無理だが、

博士課程に進めば、その間に実務実習を受け、薬剤師国家試験の受験資格を得ることも可能。
３．薬剤師の需要と供給(マッキーのホームページより)


現在薬剤師として働いている全員(約14万3千人)と仮定してシミュレーションをすると、年齢
分布で一番多い20代、30代と40代の薬剤師はそれぞれ、32,071人、34,370人と37,770人です。
一年間に換算すると、3400～4000人ということになります。前述の状況を考えるとこの数字も将来
の予想としては多過ぎることは明白です。現状は、毎年約9000人が薬剤師国家試験に合格していま
すから、半分以上は必要ないということになります。さらに薬学部の卒業生が15000人になれば、
実に三分の二の1万人が薬剤師として就職できないことになります。また、現在、病院・診療所で
働いている薬剤師だけが高度な知識と技能を必要とする病棟薬剤師として医療チームに参加すると
仮定した場合には、必要人数は僅かに年間1200～1700人です。この場合には、９割が無駄というこ
とになります。


注：規制緩和でコンビにでも薬を売るようになり、ますます薬剤師の需要は減るのでは？
４．４年制と６年制の定員


現在の定員を各課程毎に法人別に併記すると、


国公立大学の6年制課程が約700名、4年制課程が約1,500名、


私立大学では6年制課程が約10,000名、4年制課程が約500名
５．薬学での学び

＜基礎分野＞
●生物学・生命科学・基礎医学：薬の効き方を学ぶ薬理学、病変部の組織を学ぶ病理学、体内の化学反応について学ぶ生化学、代謝などの生理学、免疫学、細胞生物学、各病気の特徴を学ぶ病態学、生物学と医学の基礎
●化学：薬となる化学物質や薬が効く対象となる生体分子を扱うために、分析化学、合成化学、有機化学等
＜専門分野＞
●製薬学：新薬の開発や、薬の合成方法、効率良く薬を合成する手法の開発、錠剤や注射など薬の形にするための研究など、薬を創ることに関わる研究を行う。植物や動物など天然にある物質から薬になる成分を探す生薬学もある。
●医療薬学：病院や薬局で、薬のエキスパートである薬剤師として医療に携わるための知識や技能を研究
●衛生薬学：病気の治療や予防のための薬、微生物や環境汚染物質など、健康に関わる化学物質を分析するなどして、人々の健康の維持・増進を図るための研究。
●バイオインフォマティクス：コンピュータを使っての、薬となる成分の探索、薬となる分子の設計、遺伝子解析による個人にあった薬の投与、膨大な医薬品情報の管理と情報提供など、薬学に関わる多様な場面をITでサポートする。
